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事業の目的ならびに事業の内容
事業の目的

回収した使用済ペットボトルの歩留りを向上し、できる限りリサイクル使用するためには、異物や飲み残しのない、綺麗なペットボトルを
回収することが重要となり、これを実現することが事業の目的である。

事業の内容
令和２年度事業同様に下記の2つの柱でペットボトルの資源循環事業を推進する。
① 自動販売機横の使用済ペットボトル回収用リサイクルボックスにおける異物低減実証実験：

自動販売機横のリサイクルボックスは、使用済ペットボトルの重要な回収ルートの一つであり、当該ルートから回収する使用
済ペットボトルをできる限り異物や飲み残しのない綺麗な状態で回収することは、中間処理業者での選別・洗浄負担の軽減
になり、ひいては結果として歩留りの向上に繋がる。回収した使用済ペットボトルを、できる限り多くリサイクルするためにも、自
動販売機横に新形状リサイクルボックスを設置して異物低減等の効果を実証する。

② 自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験：
自治体が家庭から回収する使用済ペットボトルは３分別（ペットボトル本体、ラベル、キャップ）がおおむね徹底されているが、
事業系と総称されるルートより回収される使用済ペットボトルの品質は自治体の家庭からの回収品と比べると品質は劣る
（異物がある、飲み残しがある、ラベルとキャップが分別されていない）ことから、事業所において３分別回収ボックスを設置
して３分別の実施効果を実証する。 なお、路上など屋外に設置展開される自動販売機横において３分別回収を全面推進
することは、回収機材の設置スペース等の制約があり難しい。よって、自販機横のリサイクルボックスにおいては、①のとおり、
異物低減に注力することで回収したペットボトルの品質の訴求を推進している。
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実施方法
自動販売機横の使用済ペットボトル回収用リサイクルボックスにおける異物低減実証実験

令和２年度においては、農林水産省及び東京都の支援を受け、渋谷区において新形状（異物を入れにくくするために投入口を下向
きに改良）のリサイクルボックスの実証実験を実施した。概ね期待した効果を確認できたことから、令和３年度事業においては、下記
の方法で実証実験を行った。
 中核都市、地方都市等より１箇所ずつ選定し、既存のリサイクルボックス設置・利用状況、使用済ペットボトルの散乱状況の調

査を実施し、新形状のリサイクルボックスが東京都と同様の効果を期待できるかを検証する。
 新形状リサイクルボックスの普及に向け、材質及びデザインを見直したものを実証に使用する。

自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験
３分別の徹底においては、自治体の協力やペットボトルの回収機会を内包する事業者（ビル事務所、工場、配送センター、教育施
設、交通施設等）との連携が重要となる。令和２年度事業では、農林水産省と東京都の支援を受け、東京都内の大学、高校、
駅、配送センター、ビル事務所で、３分別の可能性を、新デザインのリサイクルステーション機材を使用して実証実験した。令和２年
度の実証実験では、３分別を自治体の家庭系回収以外でも一定割合で追及できる可能性について確認できたものの、ステークホ
ルダー別にしっかりと響く啓発メッセージの再考と構築が重要との示唆も確認された。これを受け、令和３年度では下記の方法で実
証実験を行った。
 更なる消費者心理の把握と行動喚起に向けた具体的施策を構築するため、３分別の可能性を追求する実証実験を中核都市、

地方都市等で推進する。
 中核都市、地方都市等での３分別実証実験と並行して、具体的な自治体との取組構築を目指す。
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事業の目標（達成すべき成果）
自動販売機横の使用済ペットボトル回収用リサイクルボックスにおける異物低減実証実験

令和２年度においては、概ね期待した効果を確認できたことから、令和３年度事業においては、東京都（都市部）での実証実験と
同等の結果が中核都市、地方都市等でも確認され、新形状リサイクルボックスによる異物低減効果が確認されることを目標にした。

あわせて、新形状リサイクルボックスの本格展開に向けた機材のデザインならびにコスト面での有効性の確認、中核都市、地方都市
等の自治体との実証実験を通じて、実証実験後の更なる連携の強化に向けた基礎の確立（協定書等の締結、次年度以降の取り
組みの合意等）を目標にした。

自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験
３分別の可能性が東京都（都市部）と同等レベルで、中核都市、地方都市等でも確認されることを目標にした。

あわせて、中核都市、地方都市等の自治体との実証実験を通じて、実証実験後の更なる連携の強化に向けた基礎の確立（協定
書等の締結、次年度以降の取り組みの合意等）を目標にした。
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【事業の結果】自動販売機横の使用済ペットボトル回収用リサイクルボックスにおける異物低減実証実験

今年度の実証実験事業は静岡県浜松市、愛知県岡崎市で実施した。

実証実験期間： 静岡県浜松市 前期 令和3年8月23日～9月5日 後期 令和3年9月6日～9月19日
愛知県岡崎市 前期 令和3年9月13日～9月26日 後期 令和3年9月27日～10月10日

実証実験場所：（計64箇所） 静岡県浜松市 21箇所 愛知県岡崎市 43箇所

実証実験で使用した機材（新形状リサイクルボックス）：
新機能リサイクルボックスの特徴：
 下向き投入口により、飲み残しがある飲料空容器の投入を抑制
 投入口径を清涼飲料容器の直径に合わせることにより、大きな異物の投入を抑制
 頭部を外して大きな異物を投入されることを防止するため、結束バンドで固定
 脱ゴミ箱を感じさせる斬新なカラーリング（SDGｓ11番の「住み続けられるまちづくりを」のカラー）
 将来の幅広い普及を見据えて、汎用的なプラスチック製

＜仕様＞
材質 本体：ポリプロピレン 投入口：ABS
容量 100リットル
サイズ 本体：W408×D468×H1100mm 投入口径：Φ85mm
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【事業の結果】自動販売機横の使用済ペットボトル回収用リサイクルボックスにおける異物低減実証実験

実証実験の結果：
異物低減効果は、浜松市・岡崎市で、次年度において全国展開での成功を
担保できる有意性のある低減効果が確認できた。(表1)
また、2020年度11月の東京都(渋谷)との比較においても遜色のない大き
な低減効果を得ている。(表2)
異物の増減率は、生活関連・食品容器・飲料飲み残しでは、地域差もなく
減少が確認されている一方で、酒類容器、タバコ関連・食品では必ずしも減
少となっていないが、全体的には大きな減少を示した。(表3)
本事業の対象である異物低減効果等に関する総括は下記のとおり：

 新形状リサイクルボックスは中核都市、地方都市等でも機能する

 本格展開に向けたプラスチック製のリサイクルボックスでも機能する

新形状リサイクルボックスの持つ①利用者へ「ゴミ箱」ではなく「リサイクルボックス」であるという意識を喚起し、無意識に異物
を投入することを抑制する、②投入口の口径を、自動販売機で販売されている清涼飲料水の容器の直径に合わせることによ
り、清涼飲料水の容器よりも大きな異物（コーヒー・タピオカカップ、食品容器等）の投入を抑制する、等の利用者の行動に
直接影響を与える機能が、異物投入の削減に対して一定の効果を上げたものと考えられる。

浜松市・岡崎市 前期
異物率

後期
異物率

異物低減
効果

新形状RBのみ 32.1% 14.9% 53.6%
新形状RB+3分別RB・Out 21.2% 13.3% 37.3%
新形状RB+3分別RB・In 6.8% 3.8% 44.1%

小計 20.2% 11.8% 41.6%

新形状RBのみ比較 前期
異物率

後期
異物率

異物低減
効果

浜松市・岡崎市 32.1% 14.9% 53.6%
渋谷 42.5% 28.5% 32.9%

表1

表2

表3

前期 後期 増減率 前期 後期 増減率
酒類容器 629 453 72.0% 1313 1342 102.2%
生活関連 349 119 34.1% 2194 1158 52.8%
食品容器 250 115 46.0% 847 386 45.6%
タバコ関連 83 83 100.0% 2398 1233 51.4%

食品 7 9 128.6% 19 6 31.6%
飲料飲み残し 184 104 56.5% 469 374 79.7%

その他 248 102 41.1% 324 152 46.9%
計 1750 985 56.3% 7564 4651 61.5%

異物内容
(個数)

浜松市・岡崎市 渋谷 
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【事業の結果】自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験
自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験は小田急電鉄株式会社及び河西工業株式
会社にて実施した。

河西工業本社地区
令和4年1月21日～令和4年２月25日
本社地区（神奈川県高座郡寒川町）

小田急電鉄株本厚木駅
令和３年12月22日～令和4年２月28日

本厚木駅東口改札内
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【事業の結果】自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験
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【事業の結果】自動販売機横以外の回収場所における使用済ペットボトルの３分別の実証実験
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